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シンポジウム「不良栽培環境下における粗飼料生産の問題点と対策」

北海道のマメ科牧草病害をめぐる諸問題

但見明俊(北海道農試)

マメ科牧草病害の多くは侵入病原菌によるもので，明らかに土着の病原菌によるとみなされるのは紫紋

羽病 (HelicohasidiummompαN. Tanaka)など少数である。

北海道で，導入作物である牧草の病害研究が本格的に始まったのは，昭和32年，道立農試根室支場(の

ちに道立根釧農試〉においてである。ここでは最初，主としてイネ科牧草の病害研究に重点が置かれたが

昭和33年に多発したアカクローパ黒葉枯病 (LeptotrocんμαtγifoliiNari ta)が取上げられた。

黒葉枯病は昭和32年 (1957)に発生が確認され，その後，とくに道東と道北での発生が著しく，着菅

期(6月下旬〉から 1番草刈取期(7月上旬)にかけて下葉から黒変し，ときに畑全面が黒褐色を帯びるほ

どであったという。根釧農試で昭和38年から44年まで研究が続けられ，本病は落葉上に形成される子のう

胞子により伝播され，生葉の病斑に形成される精子器には伝播能力がないことが判った。また，成田らに

より病原菌は世界中で他に類を見ない新種であるとされた。

黒葉枯病は最近は全く見かけなくなった。その理由は全く不明であるが，アカクローパは当時2回刈り

で利用されていたのが，最近は3回刈りで利用されることと関係があるのかもしれない。また，感受性品

種の「ケンランド」も栽培されなくなった。外国から侵入したけれど結局は北海道に定着出来なかったの

ではないかとも考えられるが，日本以外では本菌について報告がないのは奇妙である。

アカクローパさび病 (Uγomycesfall ens Kern)は昭和 24-25年 (1949ー1950)頃，十勝

の採種栽培で激発して採種不能になったといわれる。従って，本病抵抗性は早くから育種目標に取上げら

れてきた。また，アカクローパ茎割病 (Kαhatieμα cαulivoγαKarakul in)も，昭和14年(1939 

〉石狩と北見の採種栽培で激発して注目された過去がある。そこで，北海道農試旧畜産部で行われたアカ

クローパ新品種育成に際しては，上記の2病害に対する抵抗性が育種目標K加えられた。日七海道在来種lと

外国から導入された35品種とを材料として，集団選抜法により育成され昭和41年C1966)登録された「

サッポロJ(アカクローパ農林1号〉は両病害抵抗性について厳しく選抜されている。

茎割病については，昭和40年 (1965)に新設された北海道農試牧草第3研究室でも取上げられた。牧

草病害の中では研究成果の蓄積が最も豊富な病害のひとつである。本病は現在も，とくに導入品種でしば

しば発生し，例えば昭和 57・58年に訓子府で，昭和 58年に浜頓別で，とくに fF1 a r eJ に観察されて

いる。本病は根釧よりも道央，道北，北見・網走地方で発生の多い病害らしい。

マメ科牧草地の衰退には萎ちょう病 CFusarium0勾 sporum S chl e ch tendah emend. 

S nyder e t Hansen f. sp・ medicαg~n~ .5、 Snyder e t Hansen)，菌核病 (Sclerotiniα 

trifoliorum Eriksson)およびフィトフトラ根腐病CPん.ytophtんoγα megaspeγmαDrechsl
er)の関与が知られている。フザリウム菌による萎ちょう病は火山灰土で発生しやすく，フィトフトラ根

腐病は湿地で発生しやすい。菌核病はアカクローパでは雪腐病の一種で融雪直後に腐る株がほとんどであ

るが，アルファノレファではむしろ萌芽後に病徴が現われ， 6月中旬でも発病がみられる。
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アノレファノレファパーティシリウム萎ちょう病(Veγticilliμm.αlbo-αtγum R e i nke e t B e r t 

ho ld)はヨーロツパでは 1918(大正7)年から発生が知られていたが，昭和 51年(1976) に北米に

侵入した。北海道では昭和55年に道央の三笠町と江別市で発見された。昭和59年になって，やはり道央の

長沼町で，北海道準奨励品種の「ソア」と，奨励品種の「サラナック」とに著しい被害を認めた ζ とか

ら，道内での栽培試験成績の揃っていた抵抗性品種の「リュテス」を準奨励品種に加えた(昭和60年)。

翌昭和61年5月，稚内市天興での発生確認がきっかけとなって，道立天北農試の作物科，土壌肥料科およ

び専技室が一体となって管内の発生調査を行った。同年7月にまとめられた調査結果では22地点中19地点

から病原菌が検出された。この結果を受けて，道農業改良課では全道的な発生実態調査を実施した。昭和

61年10月にまとめられた結果では道内の491筆(1..0 3 1. 6 ha )について調査され， 108筆(2 3 6.3 ha )で

発生が確認された。これは筆数で 21.9%，面積で22.9roにあたる。 この調査は2番草で行われたことに
なるが，本病の病徴はむしろ l番草で明らかなことから，翌昭和62年にも継続して調査された。道内14支

庁のうち発生がみられなかったのは渡島，桧山および根室の3支庁のみで，調査対象となった881.3ha 

の40.4%にあたる 355.8haで発生を認めたと報告されている。また，北海道農試牧草3研では，今回発

生のみられなかった根室支庁管内でも発生を確認している。

パーティシリウム萎ちょう病に対しては，発生拡大防止と，抵抗性品種の利用の二つの対策が必要であ

る。かつてカナダでは，本病の侵入確認後市販種子にはチウラムによる種子消毒を義務づけた。また，ア

ノレバータ州では発生が認められた圃場を速やかにすき倒した。しかし，これらの処置はほとんど効果をあ

げなかったといわれる。本病病原菌は枯死茎葉に休眠菌糸を形成して土壌中でも生存し，また，雑草など

他の植物に寄生して生き残ることもできる。しかし，感染力が強いのはむしろ分生胞子である。刈取られ

た擢病茎の切口には適当な温湿度条件下で怯短時間のうちに多数の分生胞子が形成される。形成された

分生胞子は健全な茎の切口から侵入する。従って，刈取作業は晴天の日を選び，収穫物はできるだけ早く

圃場から引上げることが必要である。収穫機械による圃場内，圃場聞の伝播の機会を少なくするため，新

播もしくは未発病圃場から収穫し，発病圃場は後廻しにする心配りが必要である。

抵抗性品種の利用は最も確かな防除法で，カナダではすでに新品種にとって具備すべき必要条件となっ

ていると聞く。準奨励品種の「リュテス」は発病圃場では他の奨励・準奨励品種の収量を上廻るが無発病

圃場では劣る。昭和65年春には目下検定中の抵抗性品種がいくつか加わる予定である。しかし，道産子品

種の登場は早くて昭和68年になるらしい。

他のアルファノレファ病害について簡単にふれてみる。炭そ病 (Colletotγic~um tγifolii Bain 

e t E s sary)はもともと暖地の病害であるが，昭和 49年と 50年に道内各地で発生した。現在はほとん

ど発生しないが，本病原菌は著名な種子伝染性糸状菌であり，また， iデュピ」などいわゆるフラマンデ

系ゐ品種が特異的に擢病しやすいことと相まって発生がみられたものと，思われる。黒あし病 (cyli九dγ0-

clαdium floridα九μm S 0 b e r s e t S e ym 0 u r )は昭和60年と61年に長沼町の播種当年のアノレファ

ノレ7，で発生を認めたが，経年草では発生が見られなかった。べと病 (peγonospoγαtγifolioγ品m

de B ary)は昭和62年7月，浜頓別で発生を確認した。翌日年にも発生するか否か警戒しているところ

である。

最後に，とってつけたような感はあるが，北海道が抱える牧草病害研究推進上の問題点として， 1)牧

草病害虫の研究体制(とくに道立農試の〉が縮小の一途であり，最近また，道東での研究拠点を失なおう
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としていること。 2)牧草病害の問題解決には育種との連けいが必要であるが，現段階では施設面でも提

携面でも極めて不十分であること。の 2点を指摘しておきたい。
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